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二地域居住者にどのような地域関与を求めるか

コミュニケーション人口

関係人口

「関係人口」とは、移住した「定住人口」
でもなく、観光に来た「交流人口」でもな

い、地域と多様に関わる人々を指す言葉。

コミュニケーション人口

「コミュニケーション人口」とは、関係人口の
中でも定住人口に近い存在であり、地域活動等
に参画（コミュニケーション）しながら、アク
ションを起こし、「ふるさと住民」や「二地域
居住」等を行う人々を指す言葉。

（ローカル）
エンゲージメントの創出

一方通行の関係性からの脱却



気づき（ふるさとの必要性）×圧倒的な原体験（ローカルエンゲージメント）
＝ふるさとを醸成し関わり続ける

持続的な関係性を構築するポイント

ひがしかわ若者ふるさと住民制度の運用

＜参考＞
「ふるさと」とは、子どもから大人になる途中で、子どもながらに全力傾注で創造的行為を行い、それをいくつか達
成した、そういう成功体験が累積した場所だから、「ふるさと」になったのだ（川喜田二郎『創造性とは何か』）

二地域居住者にどのような関与を求めるか

例えば
・町内行事や活動への参加
・町内会活動への参加、促進

・ボランティア活動への参加など

現住民と交わる（コミュニケーション）

感情的価値交換の創出



東川町における二地域居住（ふるさと住民）関連施策

（ローカル）エンゲージメント創出のための施策として実施

2025年6月30日プレスリリース

●「ひがしかわ若者ふるさと住民証」の発行・活用
●「ひがしかわ2291プログラム」への参加
●「東川町ホームタウンフレンドシッププログラム」への参加
●「ひがしかわ若者ふるさと住民親睦会」の企画・参加
●東川町出身会・親睦会のご案内
●「ひがしかわ若者ふるさと住民メディア」の作成・提供
●「ひがしかわ若者ふるさと住民町内会（仮）の活動
※旧学生（若者）連携事業から移管

（ローカル）エンゲージメントの創出

ふるさとを醸成・育む

持続的な関係性の構築

持続的な関係人口・コミュニケーション人口の創出
（ふるさと住民・二地域居住等含む）



『東川版「学生関係人口」構築プロジェクト』の一環として、「ふるさとは自ら選べる時代」の発想
のもと、大学生等の若者が「自らのふるさとを設定」をし、主体的な関係人口（コミュニケーション
人口）として持続的に活動をする人に対して「ひがしかわ若者ふるさと住民」登録をすることで、
（ローカル）エンゲージメントの創出、持続的な関係人口（コミュニケーション人口）を創出するも
のです。

若者
ひがしかわ

若者ふるさと住民
東川町

（地域含む）

ふるさとを選ぶ

ひがしかわ若者ふるさと住民登録者に対して
ふるさとを育む行政サービスを実施

住民活動の実施により東川町の活性化に貢献

感情的価値交換（相互通行）により

（ローカル）エンゲージメント創出

ふるさとを育むことで

持続的な関係人口の構築

東川町における二地域居住（ふるさと住民）関連施策



二地域居住者に必要な外形的な基準の具体的な数字

外形的基準

年間滞在日数
右記活動に準じ
ると想定

納税額 将来的に求める

地域消費額
滞在日数に準ず
る

内容 獲得標高

ボランティア活動 10m

町内会活動（旧学生（若者）連携事業） 20m

友達紹介（新たにふるさと住民となる人の紹介） 30m

ふるさと住民フェスへの参加（仮称） 30m

成人式への参加／フレンドシップ事業への参加 100m

ふるさと住民ブログの更新 15m

地域おこし協力隊インターンシップへの参加 300m

地域おこし協力隊（1年間1回最大3回まで） 1,000m

町内企業に就職もしくは移住・定住 2,291m

ステータス

登
頂
回

数

ゴールド住民
（名誉住民）

3

シルバー住民
（応援大使）

2

ブロンズ住民 1

東川町のシンボル
大雪山旭岳（標高2,291m）

2,291m目指して活動

エンゲージメント創出

大雪山旭岳



ご清聴ありがとうございました！


